
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同業・同職種の求人確認 

比較対象を持とう 

希望産業、職業、勤務地等の労働条件 

優先度を明確にし、柔軟に考えよう 

職種の特徴や業界の動向、就くための条件 

自分の可能性や選択肢を広げよう 

～就職志望の生徒に、まず考えてほしい～ 

何のために働く？ 
何を得たい？ 

Q1:あなたの価値観に該当する   

   項目全てに○をつけましょう 

Q2:該当する中で特に大切にした

い価値観を選びましょう 

【  】収入を得る 
【  】社会に貢献する 
【  】自分自身の成長 
【  】やりがい・充実感を得る 
【  】自分の能力・可能性を試す 
【  】様々な人との関わりを持つ 
【  】社会との関わりを持つ 
【  】人に認められる 
【  】能力を企業に役立てる 
【  】自立した生活を送る 
【  】個性の発揮 
【  】その他 （          ） 

皆さんの働くイメージと、現実ではどんな違いがあるでしょうか。家族など身近な働く人に話を聞い

てみると、思いがけない気付きや発見から、働く意義の理解が深まるかもしれません。企業の方から

は、勤労観・就職観を高校生の頃から育ててほしいとの声を多く聞きます。この働くことの意味・目的

を理解することが社会へ出るための準備となり、また将来働くときのモチベーションにも繋がります。 

進路相談員通信（生徒向け） 

どう進めれば良い？  就職活動のステップ！ 

STEP1 学校生活を見直す

STEP2 自分のことを知る

STEP3 業種・職業・会社を知る

STEP4 方向性を決める

STEP5 求人を検討する

STEP6 求人に応募する 

学校生活と就職活動は繋がっている 

日常生活のルールやマナーを守ろう 

性格や興味、自分の資質能力など 

自分自身の引き出しを整理しよう 

試験日、内容の確認 

しっかり計画し、対策しよう 
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３年生は卒業後の進路を真剣に考える時期となりました。高校卒業後の進路は様々です。進路選択

の際は、その理由や目的を明確にし、人に伝えるため言語化する必要があります。 

 


